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プ
ロ
ロ
ー
グ

　

市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
が
、
多

様
な
形
で
進
展
し
て
い
る
。「
ソ
ー 

シ
ャ
ル
・
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
、

そ
の
も
う
一
つ
の
ケ
ー
ス
だ
が
、
昨

年
11
月
8

－
9
日
、第
17
回
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
北
京
で
開
か
れ
た
。

　

ア
ジ
ア
と
い
う
が
、
こ
の
場
合
は

東
ア
ジ
ア
の
こ
と
で
、
日
本
、
中
国
、

韓
国
、
台
湾
の
、
4
カ
国
地
域
の
市
民

か
ら
な
る
特
異
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
る
。

　

政
治
レ
ベ
ル
で
日
中
、
日
韓
関
係

が
氷
河
期
に
追
い
や
ら
れ
た
感
が
あ

る
の
を
見
る
に
つ
け
、
こ
れ
ま
で
地

道
に
培
っ
て
き
た
相
互
信
頼
の
も
と

に
市
民
レ
ベ
ル
で
交
流
す
る
こ
と
の

意
義
は
、け
っ
し
て
小
さ
く
あ
る
ま
い
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特

性
や
、エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
の
幾
つ
か
を

紹
介
し
な
が
ら
、
中
国
労
働
情
勢
の

一
端
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
た
い
。

実
現
し
た

第 

17
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
く
だ
ん
の
4
カ
国
地
域
を
年

に
1
度
の
ペ
ー
ス
で
巡
回
し
て
き
た
。

今
回
会
場
は
北
京
郊
外
の
中
華
全
国

総
工
会
所
属
の
巨
大
な
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル（
中
家
鑫
園
温
泉
酒
店
）が
あ
て

ら
れ
、
そ
こ
に
逗
留
し
た
せ
い
か
大

気
汚
染
の
影
響
は
な
し
で
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
参
加
者
た
ち
を
安
堵
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
参
加
者
た
ち
だ
が
、
ど
の
国
・

地
域
も
組
織
も
代
表
す
る
形
を
と
ら

ず
、
今
回
も
個
人
の
自
由
参
加
を
建

前
と
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
や
っ
て

き
た
。

　

1
9
9
5
年
東
京
開
催
を
も
っ
て

発
足
し
た
の
だ
が
、
当
時
欧
州
で
は

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」構
想

が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
に
あ
や
か
っ

て
の「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
」で
あ
っ
た
。
以
来
、
フ
ォ
ー
ラ

回
想
の

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」  

－

北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

ム
は
自
由
な
対
話
を
通
じ
て「
労
働

の
世
界
」を
中
心
に
東
ア
ジ
ア
の「
社

会
的
公
正
」を
構
想
す
る
稀
有
の
場

と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
地
域
市
民

の
公
共
財
と
も
筆
者
な
ど
は
考
え
て

い
る
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
当
初
2
 
0
 

1
2
年
の
秋
に
中
国
で
開
催
の
手
は

金
属
労
協（
J
C
M
）顧
問   

小
島
正
剛



29   JCM   2014  Spring

回想の「ソーシャル・アジア・フォーラム」
―北京フォーラムに参加して

会
館
で
の
第
15
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ

た
。折
か
ら
の
中
台
関
係
の
悪
化
か
ら
、

中
国
参
加
者
は
、
本
人
た
ち
の
責
任

で
な
く
、「
技
術
的
な
」
理
由
か
ら
訪

台
が
か
な
わ
ず
、
参
加
者
た
ち
を
落

胆
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
翻

訳
さ
れ
て
い
た
中
国
報
告
が
代
読
さ

れ
た
の
だ
が
、
そ
の
一
つ
、
任
小
平

さ
ん（
中
国
労
働
関
係
学
院
助
教
授
）

の
報
告「
給
与
交
渉
制
度
に
関
す
る

考
察
と
改
善
」が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

　

一
見
穏
や
か
な
タ
イ
ト
ル
だ
が
、

内
容
が
鋭
か
っ
た
。か
れ
は
、30
年
に

及
ぶ
中
国
経
済
発
展
の
軌
跡
に
は
、

付
随
し
て
政
府
が「
矛
盾
の
多
発
期
」

と
す
る
社
会
問
題
の
突
出
が
あ
る
と

指
摘
。
背
景
に
は「
富
が
政
府
や
経
営

者
側
に
隠
さ
れ
て
い
る
事
実
が
あ
る
」

と
喝
破
し
、「
分
配
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

が
、
中
国
労
使
関
係
に
矛
盾
・
緊
張
を

引
き
起
こ
す
主
要
な
要
因
と
な
っ
て

い
る
」
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
当

時
の
富
士
康
集
団
の
労
働
者
13
人
の

連
続
飛
び
降
り
自
殺
、
平
頂
山
紡
績

集
団
の
労
働
者
に
よ
る
一
連
の
激
し

い
労
働
争
議
発
生
な
ど
が
そ
の
生
き

た
事
例
だ
と
指
摘
し
た
。

ず
で
あ
っ
た
が
、
例
の
尖
閣
問
題
が

発
生
し
、受
け
入
れ
側
の
い
う「
技

術
的
な
」
理
由
か
ら
2
0
1
3
年
秋

ま
で
1
年
間
延
期
さ
れ
て
の
開
催
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ

い
て
触
れ
る
前
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
自

体
の
特
色
を
さ
ら
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
過
去
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
印
象

に
残
っ
た
場
面
を
披
瀝
し
て
み
よ
う
。

労
使
紛
争
は

分
配
の
不
均
衡
か
ら

　

と
り
わ
け
印
象
に
残
る
の
は
2
 
0
 

1
0
年
11
月
、
台
北
・
福
華
国
際
文
教

　

そ
の
後
、
案
の
定
と
い
う
べ
き
か
、

日
系
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
外
資
系

企
業
で
労
働
争
議
が
頻
発
し
た
の
で

あ
っ
た
。
当
時「
和
階
社
会
」（
調
和

あ
る
社
会
）を
標
榜
し
た
党
・
政
府
は
、

賃
上
げ
闘
争
は
格
差
是
正
に
寄
与
す

る
と
判
断
し
た
の
か
闘
争
を
静
観
し
、

介
入
し
な
か
っ
た
の
が
思
い
起
こ
さ

れ
る
。

　

か
れ
は
ま
た
、「
社
会
の
安
定
と
労

働
者
権
益
擁
護
の
問
題
は
、
中
国
の

工
会
が
直
面
す
る
新
た
な
課
題
だ
」「
最

低
賃
金
基
準
の
大
幅
引
き
上
げ
、
賃

金
交
渉
の
制
度
化
の
促
進
な
ど
が
緊

急
課
題
で
あ
り
、
現
在
の
労
使
問
題

の
核
は
依
然
と
し
て
経
済
問
題
で
あ

る
」と
指
摘
し
た
。
マ
ル
ク
ス
の
言
っ

た
経
済
関
係
の
無
い
社
会
関
係
は「
虚

構
」と
し
た
論
述
を
引
い
た
の
で
あ
っ

た
ろ
う
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
率

直
な
発
言
は
他
の
公
式
の
国
際
会
議

で
は
耳
に
し
難
い
も
の
で
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
特
性
が
発
揮
さ
れ
た
好
例
と

い
え
よ
う
。

　

か
れ
と
は
今
回
再
会
を
喜
び
、
固

い
握
手
を
交
わ
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

残
念
な
入
国
拒
否

　

ま
た
、
思
い
起
こ
す
の
は
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
草
創
期
か
ら
の
台
湾
の
大
御
所
、

陳
継
盛
さ
ん（
中
国
文
化
大
学
教
授
）

の
中
国
へ
の
入
国
ビ
ザ
が
お
り
な
い

ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
、
台
湾

民
主
化
に
影
響
を
与
え
た『
美
麗
島
』

事
件（
1
9
7
9
年
）で
逮
捕
拘
留
さ

れ
た
指
導
者
の
1
人
、
林
義
雄
さ
ん

（
元
民
進
党
主
席
）の
弁
護
を
買
っ
て

出
た
人
物
で
、
の
ち
に
民
進
党
政
権

時
代
の
後
ろ
盾
と
な
っ
た
。
た
ぶ
ん
、

そ
う
し
た
こ
と
が
中
国
当
局
の
懸
念

に
繋
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
彼
の
姿
は
無

か
っ
た
。
あ
る
い
は
今
回
、
あ
え
て

か
れ
は
ビ
ザ
申
請
を
し
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

－

「
一
統
制
」
は

春
秋
戦
国
時
代
か
ら

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
非
正
規
雇
用
の
拡
大
と
社
会

労
働
政
策
―
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お

け
る
経
済
の
社
会
的
側
面
」で
あ
っ
た
。

　

各
国
地
域
代
表
の
開
会
挨
拶
で
は
、

第17回ソーシャル・アジア・フォーラム（2013年11月、北京）
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回想の「ソーシャル・アジア・フォーラム」
―北京フォーラムに参加して

日
本
側
参
加
者
21
名
を
代
表
し
て
、

西
原
浩
一
郎
J
C
M
議
長
が
挨
拶

し
、「
東
ア
ジ
ア
地
域
で
拡
大
す
る
非

正
規
雇
用
、
格
差
社
会
の
問
題
等
を
、

経
済
的
観
点
の
み
な
ら
ず
社
会
的
側

面
か
ら
議
論
す
る
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
ま
さ
に
時
機
を
得
た
も
の
で
あ

り
、
知
見
の
共
有
化
と
相
互
連
携
の

強
化
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
」

と
述
べ
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
関
係
国
地
域
か

ら
の
報
告
が
中
心
と
な
っ
て
論
議
が

進
ん
だ
が
、
日
本
か
ら
は
埋
橋
孝
文

さ
ん（
同
志
社
大
学
教
授
）
の「
社
会

政
策
の
新
し
い
動
向
と
今
後
の
課
題
」

と
、
小
島
茂
さ
ん（
連
合
総
研
主
任
研

究
員
）の「
連
合
の
政
策
実
現
の
取
り

組
み
と
政
府
・
与
党
と
の
政
策
協
議

の
在
り
方
に
つ
い
て
」
の
報
告
が
な

さ
れ
た
。

　

中
国
、
韓
国
、
台
湾
か
ら
も
従
来

通
り
2
本
ず
つ
の
報
告
が
あ
っ
た
の

だ
が
、
筆
者
が
と
く
に
興
味
を
覚
え

た
の
は
、
中
国
の
石
秀
印
さ
ん（
中
国

社
会
科
学
院
社
会
学
研
究
所
教
授
）

の
基
調
報
告「
柔
軟
な
雇
用
と
分
散
・

流
動
化
―
中
国
は
ど
う
対
応
す
る
か
」

で
あ
っ
た
。

　

か
れ
は
ま
ず
中
国
の
国
造
り
に
は

固
有
の
社
会
的
伝
統
モ
デ
ル
が
あ
る

と
し
、「
社
会
組
織
方
式
の
基
本
は『
一

統
制
』（
別
名
中
央
集
権
主
義
・
権
威

主
義
）の
保
持
で
あ
り
、
そ
の
下
に
管

理
、
恩
恵
、
教
化
の
三
位
一
体
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
す
べ
て
の
階
層
の
人
び
と

を
結
び
つ
け
、
社
会
の
安
定
と
発
展

を
目
指
す
も
の
」と
述
べ
た
。「『
一
統 

制
』
の
導
入
は
、
基
本
的
に
春
秋
戦

国
時
代
か
ら
そ
う
で
あ
り
、
現
代
で

も
基
本
的
に
は
同
じ
だ
」
と
も
指
摘

し
た
の
が
興
味
深
か
っ
た
。

　

か
れ
は
ま
た「
1
8
4
0
年
以
降
、

市
場
体
制（
契
約
制
・
包
括
労
働
市
場
）

に
よ
り
、
伝
統
的
な『
一
統
制
』は
次

第
に
労
働
の
分
散
化
に
み
ま
わ
れ
、

社
会
散
流
化
が
生
じ
た
」「
労
働
の
散

流
化
は『
一
統
制
』の
一
層
の
危
機
に

繋
が
り
、社
会
不
安
を
呼
び
起
こ
し
た
」

と
指
摘
、
共
産
党
の
成
立
に
至
る
ま

で
の
歴
史
的
経
過
に
簡
潔
に
触
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

78
年
改
革
開
放
政
策
と

雇
用
の
市
場
化
、

柔
軟
性
導
入

　

こ
う
し
て
か
れ
は
続
け
た
。「
1
 

9
7
8
年
の
改
革
開
放
政
策
、
社
会

主
義
市
場
経
済
政
策
の
下
で
は
、
雇

用
に
も
一
定
の
市
場
化
、
柔
軟
性
が

採
用
さ
れ
た
。
下
放
青
年
の
帰
還
や

大
量
の
農
民
工
排
出
な
ど
、
都
市
部

に
は
若
年
労
働
者
を
吸
収
す
る
受
け

皿
に
乏
し
か
っ
た
た
め
、
雇
用
の
柔

軟
化
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
労
働
者
の
散
流
化
は
一
層
進

み
、
社
会
経
済
の
進
展
に
伴
っ
て
企

業
へ
の
管
理
統
制
も
緩
和
さ
れ
て
、

社
会
の
結
び
つ
き
が
弱
ま
っ
た
」「
1
 
9
 

9
2
年
の
一
部
国
営
企
業
の
民
営
化

に
よ
る
労
働
者
の
下
崗（
シ
ャ
ガ
ン
、

一
時
解
雇
）
分
流
は
そ
の
も
う
一
つ

の
起
点
に
な
っ
た
」。

　

ま
た「
非
正
規
労
働
者
数
は
不
明

だ
が
、
2
億
人
以
上
の
人
び
と
が
縁

辺
に
分
散
し
、
頻
繁
に
移
動
し
て
い

る
」「
分
散
・
流
動
化
は
中
国
社
会
に

と
っ
て
脅
威
で
あ
り
、
歴
史
の
教
訓
、

西
側
諸
国
の
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
た

適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」「
そ

れ
に
は
社
会
統
合
に
よ
る
成
果
を
非

正
規
労
働
者
に
も
公
正
に
共
有
さ
せ

る
必
要
が
あ
る（「
整
合
―
分
享
」
モ

デ
ル
）」と
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て「
政
府
は
、
最
低
賃
金
引
き

上
げ
、
職
業
紹
介
、
社
会
保
険
加
入

な
ど
非
正
規
労
働
者
の
た
め
の
諸
政

策
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
し
、
工
会

は
、非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
を
進
め
、

成
果
の
配
分
を
図
り
、
社
会
の
中
核

的
組
織
と
し
て
国
の
政
策
に
関
与
し
、

労
働
者
権
益
の
最
大
化
に
力
を
傾
注

す
べ
き
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
の

国
情
に
合
致
し
た『
統
合
と
共
有
』モ

デ
ル
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
縁
辺
化
」
や「
社
会
的
統
合
」
な

ど
、
世
界
的
な
研
究
動
向
と
連
動
す

る
部
分
も
あ
っ
た
が
、
現
代
の「
一
統

制
」は
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
不
変
と

す
る
指
摘
が
、
あ
る
意
味
、
皮
肉
で

基調報告をする中国の石秀印 氏
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●金属労協顧問

小島正剛 こじま・せいごう　

６０年ＩＭＦ（国際金属労連）日本事務所
に入職以来、金属労協事務局長代理、同
国際局長、同副議長（国際委員長）（以
上 IMF との兼務）、ＩＭＦ地域代表を務
めるなど国際労働運動一筋。９８年金属
労協顧問に。日本労働ペンクラブ会員他。
主要著書「海外労働アラカルト」他。

回想の「ソーシャル・アジア・フォーラム」
―北京フォーラムに参加して

な
く
、
な
ん
と
も
新
鮮
に
響
い
た
こ

と
で
あ
っ
た
。

低
廉
労
働
依
存
は

持
続
可
能
な
発
展
に
と
っ

て
危
険

　

も
う
一
つ
の
姜
イ
ン
さ
ん（
中
国

労
働
関
係
学
院
教
授
）の
報
告「
中
国

労
働
者
派
遣
の
現
状
と
法
規
則
」は
、

「
拡
大
す
る
派
遣
労
働
者
は
最
大
6
 
0
 

0
0
万
人
と
推
計
さ
れ
、『
労
働
契
約

法
』
を
か
い
く
ぐ
る
処
遇
の
不
平
等

が
、
労
働
争
議
を
多
発
さ
せ
て
い
る
」

と
指
摘
。

　
「
今
後
、
低
廉
な
労
働
力
に
依
存

し
て
い
て
は
持
続
可
能
な
発
展
は
望

め
な
い
。
最
近『
労
働
契
約
法
』の
改

定
草
案
が
出
さ
れ
、
職
務
制
限
、
派

遣
元
の
政
府
許
可
制
、
同
一
価
値
労

働
同
一
賃
金
な
ど
派
遣
労
働
者
の
権

利
保
護
、
罰
則
強
化
な
ど
一
定
の
改

善
が
織
り
込
ま
れ
た
」と
説
明
し
た
。

し
か
し
同
時
に
、
彼
女
は
、「
か
り
に

そ
れ
が
施
行
さ
れ
て
も
、
経
営
者
側

は
コ
ス
ト
負
担
増
の
回
避
を
求
め
て

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
別
の
手
段

を
講
じ
る
の
で
は
な
い
か
。し
た
が
っ

て
多
様
な
タ
イ
プ
の
労
使
関
係
を
包

括
的
に
考
慮
し
た
対
策
が
必
要
だ
」

と
も
指
摘
し
た
。
近
隣
諸
国
の
事
例

が
よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
っ

た
。

　

以
上
は
中
国
報
告
の
概
要
で
あ
る
。

　

今
回
も
ま
た
参
加
者
は
、
各
国
地

域
報
告
を
得
て
、
有
意
義
な
知
見
の

共
有
や
対
話
を
持
つ
こ
と
が
出
来
、

明
日
へ
の
活
力
を
得
た
と
考
え
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
上
の

課
題
、

ま
た
は
エ
ピ
ロ
ー
グ　

　

こ
こ
で
、
あ
え
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
運

営
上
の
課
題
を
あ
げ
つ
ら
う
な
ら
、

個
人
参
加
の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
常

で
、
近
年
、
財
政
的
な
不
安
定
を
回

避
し
が
た
い
状
況
が
あ
っ
た
。
日
本

側
が
通
訳
費
や
設
備
費
な
ど
、
コ
ス

ト
の
大
き
な
部
分
を
負
担
し
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
日
本
で
は
金
属
労
協（
J
 
C
 

M
）を
含
め
多
く
の
労
働
団
体
の
賛

同
を
得
て
、
物
心
両
面
の
協
力
を
得

る
よ
う
に
な
っ
た
。
過
日
惜
し
く
も

急
逝
さ
れ
た
草
野
忠
義
さ
ん（
元
I
 
M
 

F–

J
C
議
長
、
連
合
総
研
理
事
長
）

の
肝
い
り
で
、組
織
的
な
支
援
グ
ル
ー

プ
も
立
ち
上
が
り
、
今
回
、
連
合
総

研
に
日
本
側
の
事
務
局
を
担
当
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

今
回
受
け
入
れ
側
の
中
国
で
も
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
会
前
夜
の
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
全
国
総
工
会
が
主
催
し
、

物
心
両
面
で
積
極
的
に
協
力
を
し
て

く
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
中
国

側
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ

ら
れ
た
白
立
文
さ
ん（
前
職
工
対
外

交
流
セ
ン
タ
ー
副
秘
書
長
、
現
中
国

教
職
員
工
会
国
際
代
表
）
の
所
属
す

る
教
職
員
工
会
の
協
力
も
際
立
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
個
人
参
加

を
建
前
と
し
て
き
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
、

そ
の
様
式
に
変
化
が
生
じ
る
可
能
性

が
出
て
き
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

次
の
第
18
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
2
 
0
 

1
4
年
秋
、
ソ
ウ
ル
で
開
催
予
定
で

あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
節
目
の
第
20

回
に
あ
た
る
年
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
真
摯
に
検

討
す
る
良
い
機
会
に
も
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　

結
び
に
、
次
期
ソ
ウ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
主
題
は「
労
使
関
係
の
両
極
化

と
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済
」（
仮
）に

決
ま
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
こ
う
。

（
2
0
1
4
年
1
月
30
日
記
）

印象に残った第15回フォーラム（2010年11月、台北）


